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国土交通省近畿運輸局国土交通省近畿運輸局国土交通省 近畿運輸局訪日外国人旅行者で沸き返る「大阪ミナミ」

心斎橋・道頓堀・戎橋というメインだけでなく、黒門市場では、魚屋や精肉店の店先のテーブルや椅子
が据え付けられ、買った物を食べられるイートインに多くの中華系外国人が訪れる。最近では、「うらな
んば」といわれる、一歩入った小さな隠れ家的な店が多い界隈は、本来ライバル同士である飲食店が、
ここでは飲食店同士の横のつながりがこのエリアを盛り上げている。

メインの道頓堀・戎橋

うらなんば・黒門市場
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国土交通省近畿運輸局2015年の訪日外国人旅行消費額
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国土交通省近畿運輸局

定住人口は平成28年1月1日時点の住民基本台帳に基づく人口（総務省）、定住人口１人当たり年間消費額は２０１５年家計調査（総務省）による。
旅行消費額の訪日外国人旅行は訪日外国人消費動向調査（２０１５年）より算出、国内旅行は旅行・観光消費動向調査（２０１５年）より算出。

訪日外国人旅行者はＪＮＴＯ（２０１５年）発表数値、国内旅行者は旅行・観光消費動向調査（２０１５年）より算出。
訪日外国人旅行者１人１回当たり消費額は訪日外国人消費動向調査（２０１５年）、国内旅行者（宿泊/日帰り）１人１回当たり消費額は旅行・観光消費動向調査（２０１５年）より算出。
定住人口1人減少分に相当する旅行者人数は、定住人口１人当たり年間消費額を訪日外国人旅行者又は国内旅行者１人１回当たり消費額で除したもの。 （※観光庁資料）

観光交流人口増大の経済効果（2015年）

定住人口１人減少分

減少

外国人旅行者８人分

国内旅行者（宿泊）２５人分

国内旅行者（日帰り）８０人分

又は

又は

拡大

＋

定住人口＝１億２，５８９万人
１人当たり年間消費額＝１２５万円

国内旅行者（宿泊＋日帰り）

うち宿泊 ３億２，１９９万人
うち日帰り ２億９，１７３万人

１人１回当たり消費額
宿泊 ５万０，５２０円
日帰り １万５，７５８円

訪日外国人旅行者

１人１回当たり消費額
１７万６，１６７円

１，９７４万人 ６億０，４７２万人 <延べ人数>

訪日外国人旅行３．５兆円 国内旅行（海外分除く）２０．４兆円

うち宿泊旅行 １５．８兆円
うち日帰り旅行 ４．６兆円

旅行消費額

○定住人口１人当たりの年間消費額（125万円）は、旅行者の消費に換算すると外国人

旅行者8人分、国内旅行者（宿泊）25人分、国内旅行者（日帰り）80人分にあたる。
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単位：億円

訪日外国人旅行消費額の製品別輸出額との比較（2015年）

※観光、造船・舶用品および農林水産物以外の各製品の金額は貿易統計（財務省）より算出。

※造船・舶用品以外の金額は2015年の値。

※造船・舶用品の金額は2014年の値で、海事局データより算出。
※農林水産物の金額は農林水産省公表値。
※映像機器にはテレビの輸出額を含む。

※カッコ内に記載の品名は、貿易統計における品名を示す。

（半導体等電子部品） （科学光学機器） （船舶類） （テレビ受像機） （電気冷蔵庫）

○2015年の訪日外国人旅行消費額は3兆4,771億円で、自動車部品の輸出額に近い水準と
なっている。

（自動車の部分品）

120,463 

77,594 

39,145 36,683 34,830 34,771 

25,915 23,762 

13,940 
7,451 5,715 

1,431 1,209 107 
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自動車 化学製品 電子部品 鉄鋼製品 自動車部品 観光 原動機 複写機・カメラ 造船・舶用品 農林水産物 映像機器 エアコン テレビ 冷蔵庫

2015年の訪日外国人旅行消費額
3兆4,771億円
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国土交通省近畿運輸局訪日外国人旅行者数及び割合（国・地域別）の推移

（人）

○2003年のVJ開始以降、リーマンショック後の2009年、東日本大震災の2011年を除き、訪日外国人旅行者数は堅調に増加
○欧米からの訪日者数はほぼ安定している一方、アジアからの訪日者数は急増

日本政府観光局（JNTO）資料より近畿運輸局作成
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83,700 

74,757 

64,995 

55,622 

48,576 

39,811 

33,005 

32,613 

29,848 

29,091 

27,770 

27,437 

25,291 

24,779 

22,033 

16,528 

16,000 

15,098 

14,566 

14,202 

13,926 

13,413 

12,712 

12,139 

11,858 

11,781 

10,750
10,617 

10,282 

9,990 

9,910 

9,628 

9,549 

9,435 

9,323 

9,158 

8,557 

8,260 

8,035 

7,874 

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000 90,000

フランス (France)

米国 (U.S.A.)

スペイン (Spain)

中国 (China)

イタリア (Italy)

トルコ (Turkey)

ドイツ (Germany)

英国 (U.K.)

ロシア (Russia)

メキシコ (Mexico)

香港 (Hong Kong)

マレーシア (Malaysia)

オーストリア (Austria)

タイ (Thailand)

ギリシャ (Greece)

カナダ (Canada)

ポーランド (Poland)

サウジアラビア (Saudi Arabia)

マカオ (Macau)

韓国 (South Korea)

オランダ (Netherlands)

日本 (Japan)

ウクライナ (Ukraine)

ハンガリー (Hungary)

シンガポール(Singapore)

クロアチア (Croatia)

スウェーデン(Sweden)

チェコ (Czech Republic)

モロッコ (Morocco)

アラブ首長国連邦 (U.A.E.)

台湾 (Taiwan)

エジプト (Egypt)

南アフリカ共和国 (South …

インドネシア (Indonesia)

ポルトガル (Portugal)

スイス (Switzerland)

デンマーク (Denmark)

アイルランド (Ireland)

ベルギー (Belgium)

ベトナム(Vietnam)

出典： 世界観光機関（UNWTO）、各国政府観光局 作成： 日本政府観光局（JNTO）
注1： 本表の数値は2015年6月時点の暫定値である。
注2： アラブ首長国連邦､デンマーク、アイルランドは、2014年の数値が不明であるため、2013年の数値を採用した。
注3： アラブ首長国連邦は、連邦を構成するドバイ首長国のみの数値が判明しているため、その数値を採用した。
注4： 本表で採用した数値は、韓国、日本、台湾、ベトナムを除き、原則的に1泊以上した外国人旅行者数である。
注5： 外国人訪問者数は、数値が追って新たに発表されたり、さかのぼって更新されることがあるため、数値の採用
時期によって、そのつど順位が変わり得る。
注6： 外国人旅行者数は、各国・地域ごとに日本とは異なる統計基準により算出・公表されている場合があるため、
これを比較する際には注意を要する。

日本は世界で２２位。アジアで７位。
（2013年は世界27位。アジア８位）

1位

10位

20位

30位

40位

注2・3

世界各国・地域への外国人訪問者数（2014年 上位40位）

千人

注2

注2
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■ 魅力的な観光資源が、大阪から１００㎞圏内に集中

リヨン

パリ

マルセイユ

ロンドン

アムステルダム

大阪 → 京都 JR新快速 ２７分 （15分毎）
阪急特急 ４４分 （10分毎）

天満橋→京都（四条） 京阪特急 ４６分 （10分毎）

大阪 → 三ノ宮 JR新快速 ２１分 （15分毎）
梅田 → 三宮 阪急特急 ２９分 （10分毎）

多数の世界遺産
（日本の世界遺産２０ヶ所中５ヶ所が近畿圏）
国宝の約６割・重要文化財の約５割が所在

関西の観光地としての優位性

関
西
の
特
色

・
高
い
公
共
交
通
の
利
便
性

・
独
自
性
の
あ
る
多
様
な

観
光
地
が
多
数
存
在

大阪(難波)→ 奈良 近鉄快速 ３９分 （10分毎）
天王寺 → 奈良 JR快速 ３４分 （20分毎）

天王寺 → 和歌山 JR快速 ６９分 （20分毎）
なんば → 和歌山 南海特急 ６３分 （15分毎）

ワシントンD.C.

ニューヨーク

ボストン

100km
100km
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韓国

23.1%

中国

28.0%台湾

19.6%

香港

9.2%

東南アジア

9.8%

北米

2.9%

英・独・仏

1.9%

オーストラリア

1.0%

その他

4.4%

平成27年 関西空港外国人入国者国別比率

（出典：法務省出入国管理統計）

関西国際空港外国人入国者数
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関空における国際線LCC便数の推移

旅客便に占める
LCCの便数割合

（便/週）

（出典：新関西国際空港（株））

関西国際空港 国際線旅客数の推移
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6.0%

平成27年 空港別外国人入国者数
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ソウル(仁川・金浦）
①②③⑤⑥

台北①⑩⑪⑯⑰⑱香港
①⑦⑪

マニラ⑩⑪⑫
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ケアンズ⑨

上海⑧
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武漢⑧
重慶⑧

蘭州⑧ 青島⑧ 大邱⑤

福州⑧
成都⑧

鄭州⑧
西安⑧

長春⑧

グアム⑤⑭⑮
バンコク
(ドンムアン)
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計画

（資料提供：新関西国際空港（株））

関空における国際線LCC便数の推移
(夏スケジュールリリース時点における9月計画)

（便/週）

旅客便に占める
LCCの便数割合

関西国際空港における国際線ＬＣＣ就航状況

9

③ｲｰｽﾀｰ航空
2路線・21便
④ｴｱﾌﾟｻﾝ
1路線・21便

⑦香港ｴｸｽﾌﾟﾚｽ
1路線・25便
⑧春秋航空
11路線・40便

⑩ｼﾞｪｯﾄｽﾀｰ･ｱｼﾞｱ航空
2路線・14便

⑫ｾﾌﾞ･ﾊﾟｼﾌｨｯｸ航空
1路線・5便

①ﾋﾟｰﾁ･ｱﾋﾞｴｰｼｮﾝ
5路線・77便

⑨ｼﾞｪｯﾄｽﾀｰ航空
1路線・5便

⑪ｼﾞｪｯﾄｽﾀｰ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ航空
3路線・18便

⑤ﾃｨｰｳｪｲ航空
3路線・24便
⑥ｼﾞﾝｴｱｰ
2路線・28便

⑯ﾀｲｶﾞｰ･ｴｱ台湾
2路線・17便

⑮ｽｸｰﾄ
2路線・6便

⑬ｴｱｱｼﾞｱX
1路線・7便
⑭ﾀｲ・ｴｱｱｼﾞｱX
1路線・7便

⑰V ｴｱ
1路線・7便
⑱ﾊﾞﾆﾗ･ｴｱ
1路線・7便

②ﾁｪｼﾞｭ航空
3路線・42便

18社 24都市 371便/週 （2016年9月計画）
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8.3%

44.1%

31.3%

9.3%

2.4%
2.9% 1.7%

３日間以内

４～６日間

７～１３日間

１４～２０日間

２１～２７日間

関西を訪れた訪日外国人旅行者の傾向（2015年）

【利用した出入国港の割合】 【日本での滞在日数】

【訪日回数】

【訪日旅行の手配方法】

○利用港についてはＩＮ・ＯＵＴともに傾向に大きな変化はない。いずれも関空が６割超。
○滞在日数は１週間までが半数を占め、２週間までを含めると８割を超える。
○訪日回数については初訪日が半数強であるが、２～５回目も３割超を占め、10回以上も約1割。
○手配方法については、個別手配が７割弱を占めている。

9362 9494
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282 236 
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中部国際空港

東京国際空港（羽田空港）

成田国際空港

関西国際空港

53.6%

16.2%

7.9%

4.2%

3.6%

4.8%

4.8%
4.9% １回目

２回目

３回目

４回目

５回目

６～９回目

１０～１９回

２０回以上

22.1%

10.7%67.1%

団体ツアーに参加

個人旅行向けパッケージ商

品を利用

個別手配

＊観光庁「訪日外国人消費動向調査」より近畿運輸局管内の府県を訪問した外国人旅行者について作成。サンプル数：14619名
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北海道運輸局

東北運輸局

関東運輸局

北陸信越運輸局

中部運輸局

近畿運輸局

中国運輸局

四国運輸局

九州運輸局

沖縄総合事務局

運輸局別 訪問率の推移 （全目的）

（観光庁 訪日外国人消費動向調査より近畿運輸局作成）
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○都道府県別延べ宿泊者数は、東京都が最多、第２位が北海道、第３位が大阪府、 第４位静岡県、
第５位千葉県であり、上位１０都道府県で全国シェアの半分以上を占めている。

（万人泊）

〔出展：観光庁 宿泊旅行統計調査〕

都道府県別延べ宿泊客数（平成２７年：確報値）
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国土交通省近畿運輸局

○都道府県別延べ宿泊者数は、東京都が最多、第２位が大阪府、第３位が北海道、 第４位京都府、
第５位沖縄県であり、上位５都道府県で全国シェアの６割以上を占めている。

（万人泊）

都道府県別外国人延べ宿泊客数（平成２７年：確報値）

13〔出展：観光庁 宿泊旅行統計調査〕
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国土交通省近畿運輸局国土交通省近畿運輸局府県別 宿泊施設稼働率

＊観光庁「宿泊旅行統計調査」より近畿運輸局作成
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国土交通省近畿運輸局関西における外国人宿泊客数の現状分析

（万人泊）

15
〔出展：観光庁 宿泊旅行統計調査報告（速報値）。従業員数10人以上の宿泊施設の調査から算出。〕
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国土交通省近畿運輸局国土交通省近畿運輸局「明日の日本を支える観光ビジョン構想会議」について

訪日外国人旅行者数2000万人の目
標達成が視野に入ってきたことを踏まえ
、次の時代の新たな目標の設定とその

ために必要な対応の検討を行う。

2015年11月9日 【第１回本会議】

明日の日本を支える観光ビジョン構想会議

明日の日本を支える観光ビジョン構想会議ワーキンググループ

〈議長：安倍内閣総理大臣〉

〈副議長：石井国土交通大臣〉

【座 長】
内閣官房長官

【座長代理】
国土交通大臣

【構 成 員】
内閣官房副長官
内閣総理大臣補佐官
内閣官房副長官補
関係省庁局長 等

〇 第１～５回ＷＧにおいて、有識者ヒアリングを実施。
〇 第６回ＷＧにおいて、それまでの議論を踏まえた検討課題
を整理。

〇 第7～9回WGにおいて、テーマ別の議論を実施し、具体的
な施策の打ち出し内容を集中的に検討。

【議 長】 内閣総理大臣
【副議長】 内閣官房長官、国土交通大臣
【構成員】 副総理兼財務大臣、地方創生担当大臣、

一億総活躍担当大臣、総務大臣、法務大臣、外務大臣、
厚生労働大臣、経済産業大臣

（民間有識者）
石井 至 石井兄弟社（旅行ガイド出版社）社長
井上 慎一 Peach Aviation（株）代表取締役CEO
大西 雅之 鶴雅グループ代表
小田 真弓 旅館 加賀屋 女将
唐池 恒二 九州旅客鉄道（株）会長
デービッド・アトキンソン 小西美術工藝社社長
李 容淑 大阪国際大学客員教授

2016年3月30日【第２回本会議】最終とりまとめ（新たな目標設定と必要な対応方策）

〈座長：菅内閣官房長官〉

これを踏まえ、「観光ビジョン実現に向けたプログラム」において観光ビジョンの取組の進捗をフォロー
16



国土交通省近畿運輸局

視 点 １
「観光資源の魅力を極め、

地方創生の礎に」

視 点 ２
「観光産業を革新し、国際競争力
を高め、我が国の基幹産業に」

視 点 ３
「すべての旅行者が、ストレスなく
快適に観光を満喫できる環境に」

■「魅力ある公的施設」を、ひろく国民、
そして世界に開放
・赤坂や京都の迎賓館などを大胆に公開・開放

■「文化財」を、「保存優先」から観光客
目線での「理解促進」、そして「活用」へ
・2020年までに、文化財を核とする観光拠点を
全国で200整備、わかりやすい多言語解説など
1000事業を展開し、集中的に支援強化

■「国立公園」を、
世界水準の「ナショナルパーク」へ
・2020年を目標に、全国５箇所の公園について
民間の力も活かし、体験・活用型の空間へと
集中改善

■おもな観光地で「景観計画」をつくり、
美しい街並みへ
・2020年を目途に、原則として全都道府県・
全国の半数の市区町村で「景観計画」を策定

■古い規制を見直し、
生産性を大切にする観光産業へ
・60年以上経過した規制・制度の抜本見直し、
ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの経営人材育成、民泊ﾙｰﾙの整備、
宿泊業の生産性向上など、総合ﾊﾟｯｹｰｼﾞで
推進・支援

■あたらしい市場を開拓し、
長期滞在と消費拡大を同時に実現
・欧州・米国・豪州や富裕層などをﾀｰｹﾞｯﾄにした
ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ、戦略的なﾋﾞｻﾞ緩和などを実施

・MICE誘致・開催の支援体制を抜本的に改善
・首都圏におけるﾋﾞｼﾞﾈｽｼﾞｪｯﾄの受入環境改善

■疲弊した温泉街や地方都市を、
未来発想の経営で再生・活性化
・2020年までに、世界水準DMOを全国100形成
・観光地再生・活性化ﾌｧﾝﾄﾞ、規制緩和などを
駆使し、民間の力を最大限活用した
安定的・継続的な「観光まちづくり」を実現

■ソフトインフラを飛躍的に改善し、
世界一快適な滞在を実現
・世界最高水準の技術活用により、出入国審査の
風景を一変

・ｽﾄﾚｽﾌﾘｰな通信・交通利用環境を実現
・ｷｬｯｼｭﾚｽ観光を実現

■「地方創生回廊」を完備し、
全国どこへでも快適な旅行を実現
・「ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾚｰﾙﾊﾟｽ」を訪日後でも購入可能化
・新幹線開業やｺﾝｾｯｼｮﾝ空港運営等と連動した、
観光地へのｱｸｾｽ交通充実の実現

■「働きかた」と「休みかた」を改革し、
躍動感あふれる社会を実現
・2020年までに、年次有給休暇取得率70％へ向上
・家族が休暇をとりやすい制度の導入、休暇取得
の分散化による観光需要の平準化

これまでの議論を踏まえた課題

「明日の日本を支える観光ビジョン」－世界が訪れたくなる日本へ－ 概要

■我が国の豊富で多様な観光資源を、
誇りを持って磨き上げ、その価値を
日本人にも外国人にも分かりやすく
伝えていくことが必要。

■観光の力で、地域の雇用を生み出し、
人を育て、国際競争力のある生産性の
高い観光産業へと変革していくことが
必要。

■CIQや宿泊施設、通信・交通・決済など、
受入環境整備を早急に進めることが必要。

■高齢者や障がい者なども含めた、すべての
旅行者が「旅の喜び」を実感できるような
社会を築いていくことが必要。

「観光先進国」への「３つの視点」と「１０の改革」

平成28年３月30日策定
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国土交通省近畿運輸局

２ 観光産業を革新し、国際競争力
を高め、我が国の基幹産業に

３ すべての旅行者が、ストレスなく
快適に観光を満喫できる環境に

■魅力ある公的施設・ｲﾝﾌﾗの大胆な公開・開放
・赤坂や京都の迎賓館に加え、我が国の歴史や伝統
に溢れる公的施設を一般向けに公開・開放

■文化財の観光資源としての開花
・2020年までに、文化財を核とする観光拠点を
全国で200整備、わかりやすい多言語解説など
1000事業を展開し、集中的に支援強化

■国立公園の「ﾅｼｮﾅﾙﾊﾟｰｸ」としてのﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化
・2020年を目標に、全国５箇所の公園について
民間の力を活かし、体験・活用型の空間へと
集中改善

・2020年までに、外国人利用者数を1000万人に
■景観の優れた観光資産の保全・活用による
観光地の魅力向上
・2020年を目途に、原則として全都道府県、
全国の半数の市区町村で「景観計画」を策定

・歴まち法の重点区域などで無電柱化を推進
■滞在型農山漁村の確立・形成
・日本ならではの伝統的な生活体験と非農家を含む
農村地域の人々との交流を楽しむ「農泊」を推進
し、2020年までに全国の農山漁村で50地域創出

■地方の商店街等における観光需要の獲得・
伝統工芸品等の消費拡大
・2020年までに、商店街等において、50箇所で
街並み整備、1500箇所で外国人受入環境整備

・2020年までに、外国人受入可能な伝統的工芸品
産地を100箇所以上に

■広域観光周遊ﾙｰﾄの世界水準への改善
・修景や体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開発等に国から専門家ﾁｰﾑ
（ﾊﾟﾗｼｭｰﾄﾁｰﾑ）を派遣

■東北の観光復興
・東北６県の外国人宿泊者数を2020年150万人泊
（2015年の３倍）に

「明日の日本を支える観光ビジョン」施策概要

１ 観光資源の魅力を極め、
地方創生の礎に

■観光関係の規制・制度の総合的な見直し
・通訳案内士、ﾗﾝﾄﾞｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、宿泊業等の抜本見直し

■民泊ｻｰﾋﾞｽへの対応
・現行制度の枠組みにとらわれない宿泊法制度の
抜本見直し（本年６月中目途に検討会とりまとめ）

■産業界ﾆｰｽﾞを踏まえた観光経営人材の育成強化
・2020年までに、ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの経営人材の恒常的な
育成拠点を大学院段階（MBAを含む）に形成

■宿泊施設不足の早急な解消及び多様なﾆｰｽﾞに
合わせた宿泊施設の提供
・旅館等におけるｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ投資などを促進

■世界水準のDMOの形成・育成
・2020年までに、世界水準DMOを全国で100形成

■「観光地再生・活性化ﾌｧﾝﾄﾞ」の継続的な展開
・観光まちづくりに関する投資や人材支援を安定的
・継続的に提供できる体制を整備

■次世代の観光立国実現のための財源の検討
・観光施策に充てる国の追加的な財源確保策を検討

■訪日ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝの戦略的高度化
・海外著名人の日本文化体験映像を海外ｷｰ局で配信

■ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ観光促進のための多様な魅力の対外
発信強化
・在外公館や放送ｺﾝﾃﾝﾂなどを活用した情報発信

■MICE誘致の促進
・政府ﾚﾍﾞﾙでの誘致支援体制の構築

■ﾋﾞｻﾞの戦略的緩和
・中国、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、ﾍﾞﾄﾅﾑ、ｲﾝﾄﾞ、ﾛｼｱの５ヶ国を対象

■訪日教育旅行の活性化
・「2020年までに４万人から５割増」の早期実現

■観光教育の充実
・総合的な学習の時間等における教材の作成・普及

■若者のｱｳﾄﾊﾞｳﾝﾄﾞ活性化
・若者割引等のｻｰﾋﾞｽ開発を通じた海外旅行の推進

■最先端技術を活用した革新的な出入国審査等
の実現
・世界最高水準の顔認証技術の導入などを促進

■民間のまちづくり活動等による「観光・まち
一体再生」の推進
・宿泊施設や観光ﾊﾞｽ乗降場等の整備促進

■ｷｬｯｼｭﾚｽ環境の飛躍的改善
・2020年までに、主要な観光地等における「100
％のｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ対応化」などを実現

■通信環境の飛躍的向上と誰もが一人歩きでき
環境の実現
・無料Wi-Fi環境とSIMｶｰﾄﾞの相互補完の利用促進

■多言語対応による情報発信
・中小事業者のWEBｻｲﾄの約半分を多言語化

■急患等にも十分対応できる外国人患者受入体
制の充実
・2020年までに、外国人患者受入体制が整備され
た医療機関を全国100箇所整備（現在の約５倍）

■「世界一安全な国、日本」の良好な治安等を
を体感できる環境整備
・外国語対応可能な警察職員の配置等の体制整備

■「地方創生回廊」の完備
・「ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾚｰﾙﾊﾟｽ」を訪日後でも購入可能に

■地方空港のｹﾞｰﾄｳｪｲ機能強化とLCC就航促進
・複数空港の一体運営（ｺﾝｾｯｼｮﾝ等）の推進

■ｸﾙｰｽﾞ船受入の更なる拡充
・2020年に訪日ｸﾙｰｽﾞ旅客を500万人に

■公共交通利用環境の革新
主要な公共交通機関の海外ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ予約を可能に

■休暇改革
・2020年までに年次有給休暇の取得率を70％に

■ｵﾘﾊﾟﾗに向けたﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの推進
・高い水準のﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ化と心のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰを推進 18



国土交通省近畿運輸局訪日外国人旅行者数2000万人の受入に向けた関西ブロック連絡会の概要

事務局：近畿地方整備局・近畿運輸局
《構成員》
○国土交通省地方支分部局
○地方自治体 ○港湾・空港等の施設管理者
○観光関係事業者団体 ○観光関係事業者 等

関西ブロック連絡会体制

◆観光産業対策・観光地域づくりWG

《これまでの経緯及び当面のスケジュール》

○平成27年3月23日
第１回関西ブロック連絡会
現状把握と課題整理

WGにより課題に対する対応策を検討

○平成27年６月２５日
第２回関西ブロック連絡会
対応策の中間とりまとめ

可能なものから順次施策対応を実施

○平成27年12月17日
第３回関西ブロック連絡会
今年のＷＧ成果の進捗・報告
及び年末とりまとめ

◆自動車交通対策WG

◆外航クルーズ船対策WG

◆空港対策WG

◆観光促進対策WG

○平成２８年２月２９日
年末とりまとめを公表

関西ブロック連絡会主旨
訪日外国人旅行者が、かつてないペースで急増するのにあわせ

て、訪日外国人旅行者を円滑に受け入れることが出来るよう、地域
毎に現状と課題をしっかり把握し、必要な手立てを迅速に講じて行か
なければならない。

こうした観点から、各ブロックの地方運輸局、地方整備局、地方航
空局が連携して、外国人の円滑な訪日・入国のための方策・訪日外
国人の国内移動円滑化のための方策等受入環境について、ブロック
ごとの現状と課題を十分に把握するとともに、2000万人の外国人旅
行者を受け入れるにあたって早急に引き上げる必要がある事項につ
いてはその改善を図り、訪日外国人旅行者2000万人を万全の体制
で迎えるべく、地方ブロック別連絡会（以下「連絡会」という）を設置・
開催する。

○平成28年６月２９日
第４回関西ブロック連絡会 開催
中間とりまとめ

○平成２８年３月～６月
WGにより新たな課題抽出及び継続課題に対する対
応策・支援策を検討

○平成２８年１２月
第５回関西ブロック連絡会 開催予定
年末とりまとめを公表

WGにより課題に対する対応策及び支援策を検討

Ｗ
Ｇ
設
置

◆交通対策WG
１9



国土交通省近畿運輸局

航空

クルーズ

国交省

国交省

二次交通

ビザ・ＣＩＱ

観光地域づくり

訪日プロモーション
観光庁・外務省・
経産省・農水省等

日本の魅力をPR
し、外国人の日本へ
の訪問を強く動機付
けるべく、
海外広告宣伝や海外
メディア招請、旅行
博出展などの訪日プ
ロモーションを強力
に実施

外国人が日本を訪れ
やすい環境を整備す
るため、
ビザ要件の戦略的な
緩和や、ＣＩＱ体制
（税関・出入国管
理・検疫）を整備

国交省・法務省・
外務省・農水省・
厚労省・財務省

外国人旅行者を惹
き付ける観光地づ
くりを進めるべ
く、
各地域の広域的な
連携を促進すると
ともに、地域の観
光資源を発掘し、
徹底的に磨き上げ

観光立国への取り組み（例）

国交省・農水省・
文化庁等

発信 受入

国交省・総務省・
経産省・文化庁等

訪日外国人旅行者が
日本に滞在する際の
不便や不安を解消す
べく、
無料Wi-Fi環境の整備
や多言語対応の強
化、免税店の拡大な
ど、受入環境整備を
実施

受入環境整備

政府一丸となった
観光振興が必要受入 受入

２0



国土交通省近畿運輸局

主
要
広
域
観
光
ル
ー
ト

『
美
の
伝
説
』

海湖と歴史の若狭路地域

小浜市・若狭町地区

天橋立地区

山陰海岸ジオパーク地域

豊岡地区

鳥取砂丘と
山陰海岸ジオパーク地区

米子鬼太郎空港

境港

六甲・有馬・北野地区

大阪城エリア地区

古都奈良の文化財地区

古都京都の文化財地区

百舌鳥・古市古墳群・竹内街道地区
飛鳥・藤原宮跡地域

高野山地域
鳴門・淡路島地域

鳴門・徳島地区

熊野地区

南紀熊野ジオパーク地域

北陸新幹線

「海の京都」地域

京都舞鶴港

神戸港

関西国際空港

姫路城

姫路地域

法隆寺地域の仏教建造物

紀伊山地の霊場と参詣道

世界遺産

彦根城と城下町地区

広域観光拠点地区

主要ゲートウェイ施設

主要広域観光ルート

広域観光促進地域

東海道新幹線

日本の美に出会う5つの世界遺産と7つの絶景

THE FLOWER OF JAPAN, KANSAI

広域観光周遊ルートの形成促進

21

• 申請者：関西広域連合、関西経済連合会、関西地域振興財団

• 構成員：関西広域連合、奈良県、福井県、関西経済連合会、歴史街道推進協議会、

日本旅行業協会関西支部、関西鉄道協会、JR西日本、近畿バス団体協議会、

新関西国際空港、関西地域振興財団

申請者（事業実施体制）

平成２８年度の主な実施事業の概要

・受入環境整備 関西交通事業者連携による統一パス「Ｋansai One Ｐass」の実証

・滞在コンテンツの充実 着地型旅行商品の造成の為のマーケット調査

・情報発信・プロモーション 広域観光案内ガイドブック作成・配布

・その他 「KANSAI Free WI-Fi」の運用開始

７つの絶景＝天橋立、大阪・神戸夜
景、鳥取砂丘、鳴門渦潮、三方五湖、
彦根城、山陰海岸ジオパーク



国土交通省近畿運輸局観光地域づくりへの支援

城崎温泉(豊岡市） 熊野古道（田辺市）

○豊岡市の外国人宿泊者数
（H23)1,118人→（H27)34,318人

○宿泊客の平準化に貢献
○DMO「豊岡観光イノベーション」を設立

○田辺市の外国人宿泊者数
21,536人（前年比182％）

うち欧米豪からの宿泊者数14,137人
○田辺市熊野ﾂｰﾘｽﾞﾑﾋﾞｭｰﾛｰを中心に誘客
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国土交通省近畿運輸局

ご清聴ありがとうございました


